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問
　
黒
渕
バ
ス
停
か
ら
向
田
・
智

者
鶴
・
松
台
・
泡
ノ
渕
方
面
へ
福

祉
バ
ス
を
週
に
何
回
か
運
行
で
き

な
い
か
。

答

月
に
二
回
、
町
内
の
医
療
機

関
か
ら
バ
ス
路
線
外
を
片
道
運
行
し

て
い
る
が
、
利
用
者
が
少
な
い
。
定

期
的
な
運
行
は
難
し
い
が
、
検
討
し

た
い
。

問
　
田
代
・
黒
渕
地
区
に
移
動
通

信
用
鉄
塔
の
早
期
設
置
を
。

答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
深
山
入
口

付
近
に
鉄
塔
を
建
設
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
ア
ン
テ
ナ
が
三
本
の
エ
リ
ア

は
、
舘
合
新
田
か
ら
黒
渕
ま
で
。
雪

消
え
早
々
に
着
工
し
、
盆
前
ま
で
に

は
完
成
で
き
る
の
で
は
と
思
う
。

問
　
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線
の
高
戸

屋
・
田
代
間
の
歩
道
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
。
解
消
に
向
け
、

県
に
要
望
を
。

答

歩
道
を
す
べ
て
平
ら
に
す
る

の
は
困
難
。
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
傾

斜
を
緩
や
か
に
す
る
よ
う
要
望
し
た

い
。

問
　
沖
田
橋
の
路
面
が
凸
凹
で
危

険
。
県
に
要
望
を
。

答

県
が
確
認
し
て
い
る
が
、
予

算
枠
が
な
く
未
着
工
。
再
度
要
望
し

た
い
。

問
　
分
収
契
約
を
伐
採
後
も
継
続

で
き
る
対
策
を
。

答

双
方
に
意
思
が
あ
れ
ば
、
再

契
約
も
可
能
。

問
　
町
道
石
高
線
の
石
高
・
地
下

ノ
沢
間
の
道
路
下
部
が
川
に
崩
落

し
、
危
険
。
看
板
設
置
な
ど
の
対

策
を
。

答

河
川
管
理
者
の
県
で
は
、
対

応
で
き
な
い
よ
う
だ
。
町
道
管
理
の

面
か
ら
、
町
で
看
板
設
置
や
根
固
め

な
ど
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

問
　
地
下
ノ
沢
の
佐
藤
俊
悦
宅
前

の
旧
道
に
Ｕ
字
溝
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

答

県
で
は
用
水
路
と
の
見
解
。

再
度
協
議
す
る
が
、
材
料
を
支
給
す

る
の
で
地
元
対
応
も
考
え
て
ほ
し

い
。
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町公民館分館が主催する新春町政座談会が、１月５日から６会場
で開催され、町政に対する様々な意見・要望が寄せられました。話
し合いの主な内容は次のとおりです。

住
吉
分
館

問
「
な
べ
く
ら
」
の
た
め
池
か
ら

の
水
路
が
壊
れ
て
い
る
。
対
策
を
。

答
　
一
番
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
付
近
は

水
管
橋
も
含
め
県
と
現
場
視
察
し
、

協
議
し
て
い
る
。

問
　
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
概

要
と
共
同
受
信
施
設
へ
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答

秋
田
県
で
は
十
七
年
十
月
か

ら
開
始
、
二
十
二
年
七
月
に
は
す
べ

て
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
な
る
。

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
テ
レ
ビ
を
買
う

か
、専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
に
な
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
補
助
制
度
は
な
い
。

問
　
合
併
後
、
大
内
町
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
聞
い
た
が
。

答

合
併
後
五
年
計
画
で
新
市
全

域
に
広
げ
る
予
定
。
現
行
の
加
入
者

負
担
金
は
三
万
円
。

問
　
集
落
か
ら
の
要
望
に
応
じ

蔵
分
館

▲活発な意見交換が行われた新春町政座談会（写真は1月6日、老方分館）



問
　
合
併
後
、
東
由
利
か
ら
出
る

議
員
が
一
人
も
い
な
く
な
る
の
が

心
配
だ
。
小
選
挙
区
制
に
な
ら
な

い
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
は
新
市
一
本
の

選
挙
に
な
る
予
定
。
十
月
ま
で
の
在

任
特
例
期
間
で
改
正
も
あ
り
得
る
。

問
　
簡
易
タ
イ
プ
で
も
良
い
の

で
、
横
小
路
に
流
雪
溝
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

答

水
の
確
保
が
難
し
い
。
ま
た
、

簡
易
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と

し
た
も
の
が
必
要
。
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。

問
　
老
方
館
前
、
元
駐
在
所
前
、

小
松
茂
宅
前
の
消
火
栓
に
大
量
の

雪
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
、
除
雪
車

で
除
雪
す
る
際
に
配
慮
を
。

答

気
を
つ
け
る
よ
う
に
す
る
が
、

多
少
の
雪
で
あ
れ
ば
当
番
等
で
対
応

し
て
ほ
し
い
。

問
　
三
ツ
森
山
線
起
点
の
看
板
の

茂
沢
方
向
が
「
浄
法
寺
」
と
な
っ

て
い
る
。「
雄
物
川
町
」
な
ど
に

変
更
で
き
な
い
か
。

答

協
議
し
た
い
。

問
　
合
併
時
、
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ

ー
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

現
在
の
ナ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま

ま
使
用
で
き
る
。
新
規
登
録
か
ら
順

次
「
由
利
本
荘
市
」
の
ナ
ン
バ
ー
に

更
新
す
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
東
由
利
支
所
の
ト
ッ
プ
は
誰

か
。

答

職
員
の
ト
ッ
プ
は
総
合
支
所

長
。
そ
の
上
に
区
長
が
い
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
る
。

問
　
国
で
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
を

見
直
す
の
か
。

答

そ
の
よ
う
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
、
国
の
方
針
に
つ
い
て
不
透
明

な
点
が
多
い
。
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て
、
消
火
器
操
作
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答

自
治
会
の
都
合
の
良
い
日
を

教
え
て
も
ら
え
れ
ば
対
応
で
き
る
。

問
　
岩
舘
バ
イ
パ
ス
歩
道
の
除
雪

を
。

答

通
学
路
で
あ
る
こ
と
が
歩
道

除
雪
の
条
件
。
県
に
相
談
し
て
み

る
。

問
　
合
併
後
、
自
治
会
交
付
金
と

納
税
奨
励
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

前
納
報
奨
金
は
な
く
な
る
が
、

自
治
会
交
付
金
は
残
る
。
納
税
奨
励

金
と
し
て
は
交
付
さ
れ
な
い
が
、
そ

れ
を
考
慮
し
て
自
治
会
交
付
金
が
算

定
さ
れ
る
見
通
し
。

問
　
町
内
の
自
治
会
で
法
人
化
し

た
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

固
定
資
産
を
持
て
る
こ
と
や
、

会
館
の
無
償
譲
渡
な
ど
の
と
き
、
町

と
契
約
が
で
き
る
こ
と
な
ど
。

問
　
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
の
完
成

時
期
と
入
所
基
準
は
。

答

工
期
は
今
年
の
六
月
末
ま
で
。

入
所
の
対
象
は
六
十
五
歳
以
上
で
、

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
人
。
施
設

の
利
用
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
〇
〜

五
万
円
。
開
所
は
七
月
下
旬
か
ら
八

月
上
旬
の
見
込
み
。

問
　
桧
ノ
沢
の
地
滑
り
の
現
状

は
。

答

県
事
業
で
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。
下
流
部
に
土
留
め

を
予
定
。

問
　
二
回
目
の
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
の
概
要
は
。

答

全
体
の
額
は
今
年
並
み
の
予

定
。
目
標
を
設
定
す
る
か
で
単
価
に

傾
斜
配
分
。
今
ま
で
通
り
だ
と
八
割

程
度
に
な
る
。
二
回
目
も
五
年
間
の

見
通
し
。

地
域
住
民
と
町
当
局
の
情
報
交
換

の
場
に
し
よ
う
と
、
玉
米
分
館
で
は

「
地
域
を
語
る
」と
題
し
て
地
域
の
若

者
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
ら
に
よ
る

意
見
発
表
を
行
い
、
農
業
経
営
の
現

状
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
統
合
な
ど
、
お

互
い
の
活
動
や
現
在
抱
え
て
い
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
合
い
ま
し

た
。ま
た
、そ
の
中
で
日
頃
感
じ
て
い

る
町
へ
の
要
望
な
ど
も
発
表
。
道
路

や
住
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
の
中
で
町
に
寄
せ
ら
れ

た
要
望
、
回
答
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問
　
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
と

予
算
編
成
の
仕
組
み
を
教
え
て
ほ

し
い
。

答

住
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

要
望
し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
整
理
し

て
、
予
算
が
組
ま
れ
て
い
く
。
意

見
・
要
望
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
出

し
て
ほ
し
い
。

問
　
他
市
町
に
通
勤
し
て
い
る
住

民
に
と
っ
て
は
、
道
路
の
整
備
が

一
番
重
要
。
国
道
一
〇
七
号
板
戸

工
区
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
ほ
し

い
。

答

平
成
十
九
年
で
本
町
分
が
完

成
す
る
予
定
。
今
後
も
順
次
整
備
さ

れ
て
い
く
。

問
　
交
通
の
便
が
良
く
、
安
心
し

て
住
め
る
環
境
の
整
備
を
。

答

東
由
利
町
は
、
四
万
都
市
ま

で
約
三
十
分
、
秋
田
市
ま
で
約
一
時

間
と
い
う
位
置
に
あ
る
。
今
後
さ
ら

に
道
路
整
備
が
進
め
ば
、
も
っ
と
便

利
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問
　
玉
米
会
館
前
の
駐
車
場
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
移
設
し
、
整
備
を
し

た
い
。

答

用
地
の
確
保
が
で
き
れ
ば
可

能
で
あ
る
。
十
七
年
予
算
で
対
応
し

た
い
。
管
理
は
地
元
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
う
。

玉
米
分
館

老
方
分
館

―
若
者
も
参
加
し
て
の
意
見
交
換
―



問
　
桧
ノ
沢
か
ら
若
林
に
行
く
林

道
の
整
備
を
。

答

合
併
後
の
計
画
に
は
入
っ
て

い
る
。

問
　
支
所
長
と
区
長
の
違
い
は
。

答

支
所
長
は
職
員
。
区
長
は
特

別
職
。

問
　
地
域
協
議
会
の
委
員
は
、
ど

の
よ
う
な
人
た
ち
が
な
る
の
か
。

答

地
域
の
各
界
、
各
層
か
ら
選

ば
れ
る
。市
長
が
選
ぶ
と
言
っ
て
も
、

現
実
的
に
は
地
域
の
状
況
を
考
慮
し

て
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問
　
職
員
の
人
数
は
減
っ
て
い
く

の
か
。

答

十
年
後
に
は
、
現
在
よ
り
三

百
人
ほ
ど
減
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
。

問
　
合
併
後
の
自
治
会
組
織
は
ど

う
な
る
の
か
。

答

現
在
の
ま
ま
で
あ
る
。
自
治

会
同
士
が
自
主
的
に
合
併
し
た
い
と

い
う
場
合
は
、
尊
重
し
た
い
。

問
　
町
有
林
は
ど
う
な
る
の
か
。

特
に
立
木
が
心
配
。

答

町
有
林
は
市
有
林
に
な
る
。

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
地
元
の

意
向
に
配
慮
す
る
こ
と
を
合
併
協
議

会
で
も
確
認
し
て
い
る
。

問
　
今
年
の
主
な
事
業
は
。

答

継
続
事
業
は
ほ
と
ん
ど
で
き

る
。
新
田
線
の
改
良
や
蔵
上
里
線
歩

道
整
備
、
黒
沢
ト
ン
ネ
ル
の
改
修

（
県
事
業
）
な
ど
。

問
　
鞍
骨
線
の
拡
幅
計
画
は
な
い

か
。

答

用
地
の
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
拡
幅
し
た
。
抜
本
的
な
改
修
す

る
計
画
は
な
い
。

問
　
柾
木
沢
林
道
の
法
面
が
水
路

の
関
係
で
勾
配
が
き
つ
く
、
崩
れ

る
。
対
応
を
。

答

用
水
路
に
関
わ
る
こ
と
は
、

受
益
者
が
や
る
も
の
と
判
断
し
て
い

た
。春
に
再
度
現
場
を
確
認
し
た
い
。
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法
内
分
館

問
　
流
雪
溝
ポ
ン
プ
の
増
強
を
お

願
い
し
た
い
。

答

ポ
ン
プ
の
更
新
は
平
成
十
七

年
度
予
算
で
対
応
で
き
る
。

問
　
堤
の
水
門
吐
き
出
し
口
を
下

げ
て
欲
し
い
。

答

水
門
の
改
修
は
、
予
算
の
状

況
を
見
て
対
応
し
た
い
。

問
　
旧
宿
郵
便
局
か
ら
大
琴
生
涯

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
路

を
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
通
る
よ
う
に

改
修
し
、
大
型
車
が
通
行
で
き
る

幅
に
し
て
ほ
し
い
。

答

下
水
道
の
測
量
と
合
わ
せ
図

面
化
し
、
検
討
し
た
い
。

問
　
大
庭
昇
宅
、
小
松
丈
太
郎
宅

ま
で
除
雪
車
を
。

答

現
状
の
道
路
で
は
路
肩
が
弱

く
、
除
雪
車
の
進
入
は
不
可
能
。
支

援
で
き
る
手
法
を
検
討
し
た
い
。

問
　
合
併
後
、
免
許
証
や
証
明
書

な
ど
の
変
更
手
続
き
は
ど
う
な
る

の
か
。

答

合
併
に
よ
る
変
更
は
、
ほ
と

ん
ど
手
続
き
不
要
。
合
併
事
務
局
で

「
便
利
帳
」
を
出
す
予
定
だ
が
、
そ

れ
に
掲
載
さ
れ
な
い
も
の
は
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

問
　
分
譲
宅
地
の
流
雪
溝
を
使
え

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答

流
雪
溝
タ
イ
プ
の
側
溝
だ
が
、

流
末
の
関
係
で
流
雪
溝
と
し
て
は
使

え
な
い
。
水
の
確
保
と
流
末
の
整
備

も
含
め
て
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

問
　
農
地
の
小
災
害
復
旧
や
適
正

化
事
業
な
ど
の
継
続
を
。

答

十
七
年
度
は
継
続
す
る
が
、

将
来
的
に
は
再
検
討
さ
れ
る
と
思

う
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
は
完

成
ま
で
継
続
と
な
る
。

問
　
合
併
後
、
東
由
利
地
区
の
議

員
と
し
て
意
見
・
要
望
を
出
す
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な

る
の
か
。

答

地
区
ご
と
に
議
員
が
集
ま
れ

る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
。

東
由
利
支
所
で
会
議
で
き
る
場
所
と

窓
口
は
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
合
併
後
、
住
民
の
意
見
を
吸

い
上
げ
る
仕
組
み
は
ど
う
な
る
の

か
。

答

座
談
会
は
継
続
さ
れ
る
。
市

長
が
す
べ
て
の
座
談
会
に
は
出
席
は

で
き
な
い
と
思
う
。

宿
分
館

町
功
労
者
で
、
元
東
京
東
由
利
会

会
長
の
長
谷
山
稔
氏
（
岩
舘
出
身
）

が
、
昨
年
十
二
月
十
四
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

長
谷
山
氏
は
、
昭
和
二
十
四
年
か

ら
十
一
年
間
、
下
郷
中
学
校
な
ど
で

教
職
に
就
か
れ
た
後
、
昭
和
三
十
六

年
に
上
京
。
昭
和
五
十
八
年
か
ら
平

成
五
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た
り
、

東
京
東
由
利
会
の
会
長
と
し
て
、
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、在
京
町
出
身
者
同
士
の
き

ず
な
を
深
め
る
た
め
の
中
心
的
働
き

を
さ
れ
た
ほ
か
、
同
会
と
町
と
の
関

わ
り
が
よ
り
一
層
強
ま
る
よ
う
努

め
、「
町
出
身
者
と
共
に
誇
れ
る
町

づ
く
り
」の
一
翼
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
に
は
、
こ
う
し
た
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
、
町
功
労
者
表
彰

を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
功
労
者
　

長
谷
山
稔
氏
ご
逝
去



「
第
十
一
回
明
日
の
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
が
一
月
二
十
五
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
合
併
後
設
置

さ
れ
る
自
治
区
や
区
長
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
最
初
に
阿
部
幸
悦

町
長
が
「
多
く
の
合
併
協
議
は
整
っ

た
が
、
合
併
は
こ
れ
か
ら
が
出
発
。

こ
の
会
は
今
回
で
最
後
と
な
る
が
、

引
き
続
き
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
協
力

願
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続

き
、
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
の
合
併

協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
地
域
自
治
区

や
区
長
制
度
な
ど
に
つ
い
て
企
画
課

長
が
説
明
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
区
長
の
役
割
が

不
透
明
。
き
ち
ん
と
し
た
権
限
を
与

え
、
地
域
を
仕
切
れ
る
仕
組
み
を
考

え
る
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
町
で
は
「
区
長
の
役

割
は
現
時
点
で
は
抽
象
的
な
文
言
で

整
理
さ
れ
て
い
る
。
地
域
課
題
の
整

理
は
区
長
を
通
し
て
組
織
に
反
映
さ

れ
る
の
で
、
役
割
と
責
任
の
具
体
化

が
今
後
の
課
題
と
な
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

地
域
自
治
区
は
合
併
後
、
旧
市

町
単
位
に
設
置
さ
れ
、
一
定
期
間
区

長
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
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今
年
は
暖
冬
と
の
予
報
で
し
た

が
、
も
う
十
分
な
積
雪
量
に
な
り
ま

し
た
。
高
齢
者
世
帯
も
多
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
隣
近
所
の
皆
さ
ん
の
心

配
も
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
位
の
雪
は
本
町
で
は

許
容
範
囲
で
す
。
新
潟
中
越
地
震
の

被
災
地
の
雪
は
三
�
を
越
え
る
と
い

い
ま
す
。「
そ
れ
を
思
え
ば
こ
れ
く
ら

い
の
雪
な
ば
、我
慢
さ
ね
ば
な
ぁ
」と

誰
か
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。同
感
で
す
。

三
日
は
成
人
式
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
の
成
人
式
は
夏
に
挙
行
し
て
い

ま
す
が
、
合
併
協
議
の
中
で
統
一
し

た
日
に
成
人
式
を
行
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
今
年
度
は
二
回
の
成
人
式

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
が

日
の
成
人
式
は
、
和
服
が
多
く
随
分

華
や
か
で
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
意

見
発
表
も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
後
輩

た
ち
が
し
っ
か
り
次
代
を
担
っ
て
く

れ
る
と
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

四
日
は
役
場
の
仕
事
初
め
で
し

た
。
合
併
も
目
前
で
す
。
し
っ
か
り

東
由
利
町
を
閉
め
て
、
新
市
に
引
き

継
い
で
い
こ
う
と
訓
示
を
し
ま
し

た
。ま
た
、こ
の
日
は
恒
例
の
商
工
会

主
催
の
町
内
名
刺
交
換
会
や
優
良
従

業
員
表
彰
式
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は

消
防
出
初
め
式
が
あ
り
ま
し
た
。
井

上
由
利
振
興
局
長
さ
ん
も
お
出
で
く

だ
さ
り
、ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

五
日
か
ら
九
日
ま
で
は
、
新
春
町

政
座
談
会
が
あ
り
ま
し
た
。
例
年
ど

お
り
新
年
会
も
兼
ね
た
座
談
会
に
な

り
、
分
館
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
ご
苦

労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
新
市
に
な

っ
て
も
継
続
を
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

九
日
に
は
全
郡
中
学
校
の
ス
キ
ー

大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ス
キ
ー

ー
大
会
が
大
平
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
我
が
町
の
子
ど
も
た
ち
も
大
活

躍
で
あ
り
ま
し
た
。

十
九
日
は
増
田
町
に
葉
た
ば
こ
収

納
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
台
風
の

影
響
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
品
質
に

大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
収
量
が
少
な
く
結
果

的
に
販
売
高
が
昨
年
よ
り
か
な
り
落

ち
込
み
ま
し
た
。
今
年
度
の
農
業
生

産
高
は
子
牛
販
売
を
除
い
て
は
全
部

不
満
と
い
う
結
果
に
な
り
、
農
業
は

や
っ
ぱ
り
天
気
次
第
と
再
確
認
を
さ

せ
ら
れ
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
の
帰
り
に
増
田
町
役
場
に
先

輩
で
あ
る
石
山
町
長
を
、
ボ
ツ
メ
キ

の
吟
醸
酒
「
東
由
利
」
を
持
っ
て
訪

問
し
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、

町
村
合
併
で
大
難
儀
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
改
め
て
合
併
の
難
儀
さ
を

思
っ
た
こ
と
で
す
。

二
十
日
に
は
Ｊ
Ａ
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
二
十
四
日
に
は
舘
合
第
二
寿

会
の
町
政
座
談
会
が
行
わ
れ
、
合
併

協
議
や
東
光
苑
の
整
備
状
況
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
こ
と
で
し
た
。

二
十
五
日
は
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
が
あ
り
ま
し
た
。
合
併
協
議

会
設
立
と
同
時
に
発
足
し
た
こ
の
会

で
す
が
、
今
回
で
解
散
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
合
併
後
に
設
置
さ

れ
る
地
域
協
議
会
の
良
い
準
備
会
に

も
な
っ
た
こ
と
で
す
。

三
十
日
は
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
こ
う

い
う
大
会
は
合
併
後
も
継
続
し
て
も

ら
い
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

冬
も
こ
の
二
月
が
山
で
す
。
も
う

少
し
の
頑
張
り
で
す
。
ま
だ
風
邪
の

流
行
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
心
配
な

こ
と
で
す
。
も
う
少
し
の
冬
、
ご
健

勝
で
。

明日のまちづくり懇談会 

▲活発な意見交換が行われた懇談会

町では、３月22日に「由利本荘市」となる
ことから、閉町記念誌・町民写真集を製作し、
限定600冊、2,500円（消費税・送料込み）で
販売しています。ご希望の方は、お早めにお
申し込みください。（町内の各世帯には、１
部無料で配布することとしております。）
お問い合せ　企画課　�0184－69－2113

閉町記念誌・町民写真集を販売しています



東
由
利
単
独
町
と
し
て
最
後
と
な
る
成
人

式
が
一
月
三
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
、
晴
れ

や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が

二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
五
十

九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
七
十
二
人
（
男
四

十
四
人
、
女
二
十
八
人
）。
当
日
は
、

六
十
五
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
新
成
人
が
一
人
ひ
と

り
点
呼
さ
れ
た
後
、
新
成
人
を
代
表

し
て
遠
藤
勇
樹
さ
ん
（
野
田
）
が
阿

部
幸
悦
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
式
辞
の
中
で
阿
部
町
長

が
「
東
由
利
町
が
五
十
年
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
よ
う
に
、
皆
さ
ん
も
明

日
か
ら
一
日
一
日
を
大
切
に
積
み
重

ね
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
意
見
発
表
で
は
、

嶽
石
弘
基
さ
ん
（
田
代
）
と
高
橋
由

貴
子
さ
ん
（
下
通
）
が
、
二
十
歳
と

い
う
節
目
を
迎
え
た
今
の
心
境
を
発

表
。
家
族
や
友
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

や
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
力
強

く
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
会
場
で
は
、
振
り
袖
姿
で

写
真
を
撮
り
合
う
姿
や
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
ぶ
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
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東
由
利
町
最
後
の
新
成
人

平
成
16
年
度
成
人
式

▲式典には65人が出席
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私
は
今
、
千
葉
県
市
川
市
で
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
東
由
利
を
離
れ
て
初
め
て
故
郷

の
良
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
東
由
利
に
生
ま

れ
育
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん

で
い
ま
す
。
就
職
し
て
い
る
者
、
自
分
の
望

む
職
業
に
就
く
た
め
に
進
学
し
て
い
る
者
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
の
現
状
は
大
変
厳
し
い
も
の

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
に
は
、
大
人
と

し
て
の
権
利
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

権
利
を
行
使
す
る
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。

責
任
と
い
う
言
葉
に
思
わ
ず
尻
込
み
し
て
し

ま
い
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
プ
ラ

ス
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
人
と
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
ど
ん

な
こ
と
に
も
自
分
で
責
任
を
取
る
と
い
う
意

気
込
み
を
持
つ
こ
と
で
、
厳
し
い
世
の
中
を

生
き
抜
い
て
い
け
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
私

た
ち
が
持
つ
可
能
性
を
発
揮
し
、
将
来
を
切

り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
前
を
向
い

て
生
き
る
強
さ
が
必
要
で
す
。

私
は
今
、
大
学
で
高
校
の
教
師
を
目
指

し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
育
現
場

の
現
状
は
厳
し
く
、
少
子
化
に
よ
る
学
校
数

や
学
級
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
採
用
さ

れ
る
教
員
の
数
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

教
師
の
不
祥
事
も
多
発
し
、
世
間
の
目
も
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

自
分
が
進
も
う
と
し
て
い
る
道
に
襲
い
か
か

る
多
く
の
不
安
か
ら
教
員
の
道
を
諦
め
よ
う

と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き

は
自
分
の
夢
を
思
い
返
し
ま
す
。
商
業
と
い

う
科
目
を
通
し
、
何
ご
と
に
も
屈
せ
ず
、
自

分
で
前
進
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
持
っ
た

人
を
育
成
す
る
と
い
う
夢
で
す
。
教
師
と
い

う
立
場
に
立
つ
か
ら
に
は
、
自
分
も
そ
う
あ

る
べ
き
だ
と
自
ら
を
奮
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

誰
に
も
不
安
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
勇
気
を
持
っ
て
突
き

進
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
今
ま
で
多
く
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

私
た
ち
が
支
え
、
助
け
て
い
く
番
で
す
。
家

族
、
町
の
人
々
、
私
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た

東
由
利
町
に
恩
返
し
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
を
こ
れ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
町
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
、
仲
間
た
ち
と
励

ま
し
合
い
な
が
ら
力
強
く
生
き
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

今
日
こ
の
日
を
、
た
く
さ
ん
の
友
人
と

共
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
人
を
祝
え
る
こ
と
を

家
族
や
今
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
二
十
歳
を
境
に
結
婚
す
る
人
や
学
生
か

ら
社
会
人
に
な
る
人
、
仕
事
が
忙
し
く
な
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
四
月
か
ら
社

会
人
と
い
う
立
場
に
な
り
ま
す
が
、
当
然
学

生
の
頃
と
は
違
っ
て
責
任
や
義
務
が
伴
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
社
会
人
と
し
て

正
し
い
こ
と
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分

な
り
に
判
断
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
美
容
師
に
な
る
た
め
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
学
校
は
卒
業
で
す

が
、卒
業
後
も
東
京
で
就
職
す
る
予
定
で
す
。

就
職
す
れ
ば
東
由
利
に
帰
っ
て
く
る
機
会
も

少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ

帰
っ
て
き
て
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
、
安

ら
げ
る
東
由
利
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

三
月
に
東
由
利
町
は
合
併
し
、
由
利
本

荘
市
に
な
る
た
め
、
私
た
ち
が
町
最
後
の
成

人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ま
さ
か
自

分
が
育
っ
た
町
が
合
併
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
合
併
し
て
東
由
利
町
と
い
う
名

前
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、

そ
の
反
面
、
合
併
後
の
東
由
利
が
ど
う
発
展

す
る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

豊
か
な
自
然
は
何
が
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

で
ほ
し
い
で
す
。

学
校
は
と
て
も
楽
し
く
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
は
じ
め
は
東

京
に
な
じ
め
ず
、
毎
日
帰
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
と
秋
田
は
帰
ろ

う
と
思
っ
て
帰
れ
る
距
離
で
は
な
く
、
辛
く

な
る
た
び
に
地
元
の
友
人
に
電
話
を
し
ま
し

た
。
電
話
を
切
っ
た
後
は
、
明
日
も
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
友
人
は

と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。

そ
し
て
、
誰
よ
り
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
二
十
年
間
私
を
育
て
て
く
れ

た
家
族
で
す
。
東
京
で
暮
ら
し
始
め
、
家
族

の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

何
年
後
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
間

育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
見
守

っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
東
由
利
町
最
後
の
成
人
式
を

お
正
月
に
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
振
り
袖
を
着
ら
れ
る
こ
と
を
友

だ
ち
と
喜
び
合
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
東
由
利
町
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
歩
一
歩
焦
ら
ず
に
大

人
へ
の
階
段
を
上
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
東
由
利
町
最
後
の
成
人
式
」

高
　
橋
　
由
貴
子

「
夢
に
向
か
っ
て
」

嶽
　
石
　
弘
　
基

（一部割愛） 



井
戸
水
や
沢
水
を
生
活
用
水
と

し
て
利
用
し
て
き
た
大
台
地
区
に
簡

易
給
水
施
設
が
整
備
さ
れ
、
配
水
管

が
布
設
さ
れ
た
六
戸
に
昨
年
十
二
月

二
十
二
日
か
ら
正
式
給
水
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
雨
が
降
る
と
水

が
濁
っ
た
り
、
渇
水
期
に
は
水
量
不

足
と
な
っ
た
り
す
る
た
め
、
住
民
か

ら
は
給
水
施
設
の
早
期
整
備
が
強
く

望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
要
望
を
受
け
、
町
で

は
昨
年
八
月
か
ら
工
事
を
開
始
。
総

事
業
費
は
、
四
千
六
百
二
十
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
簡
易
水
道
は
、
日
量
二
百

�
の
山
の
湧
き
水
を
既
使
用
者
か

ら
分
水
し
て
も
ら
い
、
塩
素
減
菌
し

て
パ
イ
プ
で
配
水
池
に
送
り
、
各
家

庭
に
給
水
し
て
い
る
も
の
で
、
通
常

の
水
使
用
で
は
真
夏
の
渇
水
時
で
も

断
水
す
る
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

消
防
出
初
め
式
が
一
月
四
日
、

げ
ん
き
館
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町

消
防
団
員
や
婦
人
消
防
隊
な
ど
約
二

百
人
が
、
防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
が
無

火
災
祈
願
の
く
す
玉
を
解
放
し
、
団

員
ら
を
観
閲
。
そ
の
後
、
永
年
勤
続

の
消
防
団
員
や
模
範
団
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
秋
田
県
知
事
表
彰

《
有
効
章
》

石
渡
次
雄
（
第
四
分
団
分
団
長
）、

小
松
忠
孝
（
本
部
員
班
長
）

《
三
十
年
永
年
勤
続
章
》

工
藤
一
郎
（
第
二
分
団
団
員
）

《
二
十
五
年
永
年
勤
続
章
》

遠
藤
信
弘
（
第
二
分
団
分
団
長
）、

小
松
幸
男
（
第
二
分
団
団
員
）

《
二
十
年
永
年
勤
続
章
》

梅
津
正
明
（
第
五
分
団
班
長
）、
小

野
栄
（
第
五
分
団
団
員
）

◇
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

《
功
労
章
》

小
松
忠
孝
（
本
部
員
班
長
）

《
勤
続
章
》

遠
藤
良
徳
（
第
四
分
団
班
長
）、
遠

藤
正
（
第
二
分
団
団
員
）、
畠
山
春

樹
（
第
五
分
団
団
員
）

《
精
勤
章
》

太
田
光
弘
（
第
四
分
団
班
長
）、
大

庭
宏
尚
（
第
五
分
団
班
長
）、
小
野

健
（
第
一
分
団
団
員
）、
渡
辺
正
人

（
第
一
分
団
団
員
）、
鈴
木
徳
之
（
第

五
分
団
団
員
）

◇
東
由
利
町
長
表
彰

《
模
範
団
員
》

佐
藤
一
裕（
第
一
分
団
団
員
）、
小
野

明
春（
第
二
分
団
団
員
）、
畑
山
忠
弘

（
第
二
分
団
団
員
）、
工
藤
弘
喜（
第

四
分
団
団
員
）、
大
沼
聡（
第
四
分
団

団
員
）、太
田
久
隆（
第
四
分
団
団
員
）、

大
庭
司（
第
四
分
団
団
員
）、
大
庭
拓

矢（
第
五
分
団
団
員
）、
鈴
木
紀
貴

（
第
五
分
団
団
員
）

◇
東
由
利
町
消
防
団
長
表
彰

《
甲
種
精
勤
章
》

小
松
進
（
第
一
分
団
団
員
）、
高
沢

敦
（
第
一
分
団
団
員
）、
横
山
立
治

（
第
一
分
団
団
員
）、
佐
々
木
明
（
第

三
分
団
団
員
）、
佐
藤
秀
俊
（
第
三

分
団
団
員
）、
阿
部
忍
（
第
四
分
団

団
員
）、
大
庭
朋
和
（
第
五
分
団
団

員
）、
鈴
木
政
也
（
第
五
分
団
団
員
）、

佐
藤
一
祝
（
第
五
分
団
団
員
）

《
乙
種
精
勤
章
》

渡
辺
栄
治
（
第
一
分
団
団
員
）、
小

松
嘉
明
（
第
一
分
団
団
員
）、
小
松

裕
樹
（
第
一
分
団
団
員
）、
横
山
慶

和
（
第
一
分
団
団
員
）、
遠
藤
仁

（
第
二
分
団
団
員
）、
畑
山
伸
行
（
第

二
分
団
団
員
）、
工
藤
博
行
（
第
四

分
団
団
員
）、
阿
部
善
和
（
第
四
分

団
団
員
）、
小
野
大
輔
（
第
四
分
団

団
員
）、
小
笠
原
隼
人
（
第
四
分
団

団
員
）、
遠
藤
学
（
第
四
分
団
団
員
）、

浅
田
和
幸
（
第
五
分
団
団
員
）、
大

庭
幸
人
（
第
五
分
団
団
員
）

◇
東
由
利
町
長
感
謝
状

《
退
職
団
員
》

菊
地
章
（
第
二
分
団
前
分
団
長
）、

小
野
源
行
（
第
三
分
団
前
分
団
長
）、

佐
々
木
安
彦
（
第
五
分
団
前
分
団

長
）、
畠
山
政
雄
（
第
三
分
団
前
副

分
団
長
）、
高
橋
正
（
第
二
分
団
前

団
員
）、
伊
東
透
（
第
二
分
団
前
団

員
）、
小
野
久
一
（
第
二
分
団
前
団

員
）、
柿
崎
大
（
第
三
分
団
前
団
員
）、

遠
藤
久
（
第
五
分
団
前
団
員
）
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町消防 
出初め式 
町消防 
出初め式 

▲観閲を受ける団員ら

▲安心して使える簡易水道の完成を喜ぶ住民



9 広報ひがしゆり　17.2.1

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
相

談
が
二
月
十
四
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告
の
受

付
は
、
三
月
十
五
日
（
個
人
事
業
者

の
消
費
税
申
告
期
限
は
三
月
三
十
一

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

《
一
般
共
通
の
も
の
》

▼
印
鑑

▼
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
控

除
証
明
書
、
寄
付
金
の
領
収
書
、
医

療
費
の
領
収
書
な
ど

（
注
）
扶
養
家
族
の
う
ち
、
住
所
が

町
内
に
な
い
場
合
は
、
申
告
の
と
き

に
忘
れ
ず
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
住
宅
資
金
の
借
入
が
あ
っ
た

方
は
、所
得
税
の
住
宅
借
入
金
な
ど
、

特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
給
与
所
得
者
、
年
金
所
得
者
》

▼
源
泉
徴
収
票

《
営
業
所
得
者
》

▼
収
入
、
経
費
が
分
か
る
帳
簿
や
領

収
書
、
通
帳
、
精
算
書
な
ど

《
農
業
所
得
者
》

▼
簡
易
計
算
で
申
告
す
る
小
規
模
農

家
は
、「
農
産
物
販
売
明
細
書
」「
各

種
納
付
・
支
払
金
明
細
書
」
な
ど
収

入
の
分
か
る
も
の

▼
収
支
計
算
で
申
告
す
る
農
家
は
、

前
述
の
二
点
に
加
え
て
「
農
業
所
得

計
算
ノ
ー
ト
」
の
ほ
か
、
収
支
と
経

費
が
分
か
る
精
算
書
、
通
帳
、
領
収

書
な
ど

《
そ
の
他
》

保
険
の
満
期
、
土
地
建
物
、
立
木

な
ど
の
売
却
な
ど
の
収
支
が
あ
っ
た

方
は
、
収
入
額
や
売
却
な
ど
に
伴
っ

て
支
払
っ
た
登
記
費
用
な
ど
、
経
費

金
額
の
分
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
今
回
の
申
告
で
課
税
売
上
が
一
千

万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
平
成
十
八

年
分
よ
り
消
費
税
の

申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
指
定
以
外
の
会
場

で
受
付
さ
れ
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申

告
書
は
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。

※
税
務
署
か
ら
申
告

通
知
が
届
い
て
い
る

方
は
、
直
接
税
務
署

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

町
税
務
課

�
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所
得
税
・
町
県
民
税
の 

２
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
す 

月 日 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14

曜 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

午前（受付9時～11時） 午後（受付13時～15時） 申告会場 

2

3

寺田、茂沢、祝沢 

須郷田、舘合新田（上） 

中ノ沢、高村、桂台 

十二ノ前 

家ノ下、八日町 

 

一般 

下小路、新沢、松柴 

智者鶴、泡ノ渕 

黒渕 

石高 

下通 

 

 

新町１～３組 

袖山 

沼、杉森、畑村 

船木、大琴（上） 

収支計算、その他 

 

 

収支計算、その他 

収支計算、その他 

横渡、島 

岩舘、宮ノ前 

一般 

 

一般 

一般 

湯出野、上里 

舘合新田（中・下・跡見坂） 

小倉 

野田、新処 

宇戸坂、舘西、五海保 

 

 

山崎、久保、板戸 

向田、葎沢、地下ノ沢 

田代 

高戸屋、下小路、時雨山 

横小路、上通、中通 

 

 

新町４～７組、吉野団地 

大吹川、須郷 

高屋、土場沢、宿、下吹 

大琴（下）、大台 

収支計算、その他 

 

 

収支計算、その他 

収支計算、その他 

蔵、黒沢 

蔵新田 

一般 

 

 

一般 

役　場 

役　場 

克雪センター 

克雪センター 

役　場 

 

役　場 

役　場 

住吉館 

住吉館 

住吉館 

役　場 

 

 

役　場 

袖山館 

高瀬館 

高瀬館 

役　場 

 

 

役　場 

役　場 

大蔵館 

大蔵館 

役　場 

 

役　場 

役　場 

申告相談日程表 

☆２月20日（日）、３月13日（日）も申告相談を行います（午前中のみ）。 
○指定日に都合が悪く、他の会場で申告したい場合は、税務課までご連絡ください。 
○その他申告に関する相談は、お気軽に税務課へお問い合せください。     
 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊ 



本
町
で
葉
た
ば
こ
の
栽
培
が
始

ま
っ
た
の
は
、
玉
米
村
と
下
郷
村
が

合
併
す
る
以
前
の
昭
和
十
三
年
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
需
要
と
価
格

が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
た
め
、
耕

作
農
家
・
耕
作
総
面
積
は
年
々
増
加

し
、
昭
和
十
五
年
に
二
・
八
�
だ

っ
た
町
の
耕
作
総
面
積
は
、
両
村
合

併
後
の
昭
和
三
十
三
年
に
は
十
九
・

九
�
に
拡
大
、
昭
和
四
十
年
ま
で

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
を
過
ぎ

る
と
小
規
模
・
高
齢
農
家
の
減
作
や

廃
作
、担
い
手
不
足
な
ど
が
影
響
し
、

耕
作
農
家
は
減
少
。
昭
和
五
十
五
年

に
百
二
十
四
戸
だ
っ
た
町
内
の
耕
作

農
家
は
徐
々
に
減
少
し
、
昭
和
六
十

年
に
は
百
戸
を
切
り
、
平
成
十
六
年

に
は
四
十
三
戸
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
機
械
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
消
毒
作
業
や
摘
み
取
り
作
業
も

機
械
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
戸

当
た
り
の
耕
作
面

積
は
確
実
に
増
加

し
ま
し
た
。
昭
和

五
十
五
年
と
平
成

十
六
年
の
平
均
耕

作
面
積
を
比
較
す

る
と
、
お
よ
そ
二

倍
の
差
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
本
町

に
お
け
る
耕
作
総

面
積
は
二
十
六
・

二
�
。
台
風
の
被

害
が
心
配
さ
れ
た

十
六
年
産
も
一
億

円
を
超
え
る
収
益

を
上
げ
て
お
り
、

葉
た
ば
こ
は
米
と

和
牛
に
次
ぐ
町
の

主
要
作
物
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
農
業
の
基
幹
作
物
は
米

で
す
。
し
か
し
、
減
反
が
始
ま
り
生

産
調
整
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
と
、

農
家
収
入
の
増
加
と
経
営
の
安
定
化

が
最
重
要
課
題
に
な
り
、
米
と
地
域

に
適
し
た
そ
の
他
の
農
作
物
を
組
み

合
わ
せ
る「
複
合
経
営
」が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
県
で
は
昭
和
四
十
七
年
か

ら
六
カ
年
計
画
で
「
集
落
農
場
化
推

進
事
業
」
に
着
手
。
集
落
を
単
位
と

し
て
高
能
率
な
機
械
を
導
入
し
、
稲

作
機
械
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
と

同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
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米
・
牛
に
次
ぐ

一
億
円
作
目

機
械
化
進
み

耕
作
面
積
が
拡
大

⑩
葉
た
ば
こ

▲葉の選別の様子（昭和47年）

複
合
経
営
の

主
要
作
物
に

平
成
16
年 

平
成
12
年 

平
成
７
年 

平
成
２
年 

昭
和
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年 

昭
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年 
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昭
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昭
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宿 
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松　　沢 
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4 

7 

20 

7 

5 

43

230.0 
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1,487.0 

314.5 

262.0 

2,618.5

葉たばこ耕作戸数・耕作総面積

平成16年度葉たばこ植付状況

（町事務報告）



剰
労
働
力
を
米
以
外
の
作
物
に
向

け
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し

ま
し
た
。

本
町
で
も
昭
和
四
十
年
以
降
、

農
業
構
造
改
善
事
業
が
行
わ
れ
、
稲

作
の
機
械
化
一
貫
体
系
に
よ
り
、
葉

た
ば
こ
栽
培
が
一
層
普
及
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、

育
苗
や
乾
燥
の
た
め
の
施
設
が
積
極

的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
葉
た
ば
こ
は
複
合
経
営
に
は
欠

か
せ
な
い
作
物
と
な
り
ま
し
た
。

葉
た
ば
こ
の
一
番
の
敵
は
風
で

す
。
背
の
高
い
葉
た
ば
こ
は
、
強
風

の
影
響
を
受
け
や
す
い
作
物
で
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
機
械

化
が
進
み
作
業
の
効
率
が
上
が
っ
て

も
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
気
象

現
象
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
葉
を
収
穫
す
る
作
物
は
、

米
や
果
物
な
ど
の
実
を
収
穫
す
る
作

物
よ
り
も
天
気
の
影
響
を
受
け
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
夏
の
長

雨
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
立
枯
病

は
、
耕
作
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
で
す
。
特
に
近
年
は
、
長
雨
や
猛

暑
な
ど
夏
期
の
異
常
気
象
が
続
い
て

い
る
た
め
、
根
な
ど
の
病
気
が
発
生

し
や
す
く
、
葉
た
ば
こ
農
家
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
雨
や
猛
暑
、
秋
の

台
風
な
ど
、
厳
し
い
気
象
条
件
と
な

っ
た
十
六
年
産
の
葉
た
ば
こ
も
、
耕

作
農
家
の
努
力
が
実
り
、
十
五
年
産

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
比
較

的
良
好
な
品
質
を
維
持
し
ま
し
た
。

良
質
で
知
ら
れ
る
本
町
産
の
葉

た
ば
こ
。
し
か
し
、
良
質
な
葉
た
ば

こ
を
育
て
る
に
は
、
日
照
や
通
風
、

排
水
な
ど
の
条
件
が
揃
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
町
産
の
葉
た
ば
こ

が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
陰
に
は
、

天
気
や
病
気
と
闘
う
耕
作
農
家
の
努

力
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

葉
た
ば
こ
作
り
で
最
も
大
切
な

の
は
、
土
づ
く
り
と
乾
燥
の
作
業
で

す
。
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
良
い

土
づ
く
り
が
一
番
だ
し
、
葉
の
善
し

悪
し
を
左
右
す
る
乾
燥
の
作
業
は
最

後
ま
で
気
を
抜
け
ま
せ
ん
。
特
に
ハ

ウ
ス
の
温
度
・
湿
度
の
管
理
は
神
経

を
遣
う
作
業
で
す
。
牛
や
米
作
り
に

関
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
好

き
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
苦
労
。
台

風
な
ど
の
気
象
現
象
は
ど
の
農
家
も

避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の

他
は
私
た
ち
農
家
次
第
で
す
。
土
づ

く
り
か
ら
梱
包
ま
で
、
自
分
た
ち
が

で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
を
や
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
売
れ
る
葉
た
ば
こ
を
作

る
に
は
、
買
い
手
の
方
針
を
守
ろ
う

と
す
る
農
家
の
意
識
も
大
切
。
そ
う

い
う
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
良
質
の
葉
た
ば
こ
を
作
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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家
が
急
激
に
増
え
始
め
た
昭
和
四

十
八
年
で
す
。
機
械
が
少
し
ず
つ

導
入
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
人
の
手
に
よ
る
作
業
が

ほ
と
ん
ど
の
時
代
で
す
。
先
輩
の

指
導
を
受
け
た
こ
と
、
畑
で
楽
し

く
酒
を
飲
ん
だ
り
し
た
こ
と
な
ど

を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
頃
、「
第
二
次
農
業
構
造
改

善
事
業
」
に
よ
っ
て
基
盤
整
備
が

行
わ
れ
、
余
っ
た
労
働
力
を
米
以

外
の
作
物
へ
回
そ
う
と
い
う
政
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
稼
ぎ
に

出
る
の
を
や
め
て
、
葉
た
ば
こ
作

り
を
始
め
る
人
も
多
く
い
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
初
め

て
葉
た
ば
こ
作
り
に
取
り
組
む
人

が
多
く
、
葉
た
ば
こ
の
収
益
が
出

稼
ぎ
で
稼
い
で
く
る
ほ
ど
に
到
達

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

葉
た
ば
こ
作
り
に
お
い
て
、
特

に
大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水
は
け
の
良

い
土
づ
く
り
に
は
気
を
遣
い
ま
す
。

特
に
去
年
は
、
七
月
の
長
雨
か
ら

急
激
な
猛
暑
と
な
り
、
緊
張
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
完
成
し

た
「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
の
た
い
肥

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
良
質
な

土
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
業
に
と
っ
て
担
い
手

不
足
は
大
き
な
問
題
で
す
が
、
そ

の
苦
労
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
若

い
世
代
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
畑
作
物
の
中

で
葉
た
ば
こ
に
勝
る
も
の
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
耕
作
希

望
者
が
い
れ
ば
、
積
極
的
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
南
一
と
言
わ
れ
る
葉
た
ば
こ

の
品
質
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
買
い
手
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
、

農
家
自
身
が
経
営
管
理
能
力
を
持

つ
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
農
家
同
士
が
お
互
い
の

技
術
を
高
め
合
い
、
ま
た
農
薬
な

ど
の
使
用
基
準
を
し
っ
か
り
守
る

堅
実
な
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が

一
番
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
気
・
病
気

と
の
闘
い

私
が
葉
た
ば
こ
作
り
を
始
め
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
町
内
の
耕
作
農

▲買い入れ状況を見守る農家の人々

東由利町たばこ耕作振興会会長

小　松　幸　男さん

「信頼守る
堅実な仕事を」

「
好
き
だ
か
ら

で
き
る
苦
労
」

木島賢一さん
（大琴）
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平
成
16
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

▲厚生労働大臣表彰を受賞された遠藤眞吉さん

黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」

▲100万人目の入湯者は羽後町の方

黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
の
入
湯
者
数
が
一

月
十
八
日
、
百
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

百
万
人
目
の
入
湯
者
は
、
夫
婦
二
組
で
羽

後
町
か
ら
訪
れ
た
佐
藤
く
み
子
さ
ん
。
百
万

人
目
の
記
念
と
し
て
、
阿
部
幸
悦
町
長
か
ら

純
米
吟
醸
「
東
由
利
」
と
、
そ
の
酒
粕
で
作

ら
れ
た
お
菓
子
「
カ
ス
テ
ー
ラ
」
が
記
念
品

と
し
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

年
に
二
、
三
回
は
湯
楽
里
を
利
用
し
て
い

る
と
い
う
佐
藤
さ
ん
は
「
湯
楽
里
は
、
建
物

全
体
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
や
、
お
風

呂
の
落
ち
着
い
た
感
じ
が
好
き
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
優
良
従
業
員
表
彰
式

二
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
町
の
民
生
児
童

委
員
と
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め
ら
れ

た
前
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
遠
藤
眞

吉
さ
ん
（
新
処
）
が
、
こ
の
た
び
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
民
生
委
員
や
訪
問
介
護
員
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
い
て
福
祉
向
上

に
特
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

受
賞
さ
れ
た
遠
藤
さ
ん
は
、「
地
域
住
民

と
の
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
い
ろ
ん
な
人

に
出
会
え
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」
と

二
十
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
で
開
か
れ
、
町
内
事
業

所
に
勤
め
る
十
二
人
が
優
良
従
業
員
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
活
動
に
尽
力
し
た

と
し
て
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

し
た
遠
藤
卓
哉
さ
ん
（
青
年
部
東
由
利
支
部

長
・
家
ノ
下
）
に
、
大
沼
武
且
代
表
幹
事
よ

り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
従
業
員
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、【

】
内
は
事
業

所
名
と
勤
続
年
数
）

◇
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

石
渡
フ
タ
ミ
【
末
廣
屋
旅
館
・
二
十
八

年
】

◇
東
由
利
町
長
表
彰

阿
部
善
孝
【
㈱
大
沼
組
・
二
十
三
年
】

大
坂
幸
一
【
㈱
大
沼
組
・
二
十
二
年
】

長
谷
部
正
春
【
㈱
大
沼
組
・
二
十
一
年
】

千
葉
康
悦
【
㈱
大
沼
組
・
二
十
年
】

嶽
石
嘉
規
【
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
・
十
九
年
】

畑
山
悦
也
【
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
・
十
九
年
】

遠
藤
美
和
子
【
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
・
十
八

年
】

小
野
一
子
【
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
・
十
八
年
】

◇
本
荘
市
由
利
七
町
商
工
会
長
表
彰

八
嶌
壽
智
雄
【
東
由
利
砕
石
㈱
・
十
年
】

柴
田
武
夫
【
東
由
利
砕
石
㈱
・
十
年
】

志
村
恵
子
【
末
廣
屋
旅
館
・
十
年
】

地
域
の
商
工
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

を
、
町
と
商
工
会
東
由
利
支
所
が
表
彰
す
る

町
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
、
一
月
四
日
に
黄

▲全国商工会連合会長表彰を
受賞した遠藤卓哉さん

▲優良従業員表彰を受賞した皆さん
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平
成
16
年
産
葉
た
ば
こ
販
売

平
成
十
六
年
産
葉
た
ば
こ
の
販
売
が
一
月

十
八
日
、十
九
日
の
二
日
間
、増
田
町
の
Ｊ
Ｔ

葉
た
ば
こ
増
田
取
扱
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
相
次
い
で
台
風
が
通
過
し
た
た

め
、
乾
燥
ハ
ウ
ス
に
大
き
な
損
傷
が
出
た
ほ

か
、
葉
た
ば
こ
の
収
量
が
減
少
。
販
売
総
額

は
、
昨
年
を
約
一
千
五
百
七
十
万
円
下
回
る

一
億
五
百
七
十
万
五
千
五
百
八
十
円
で
、
こ

れ
に
各
種
の
奨
励
金
を
加
え
る
と
一
億
一
千

七
百
四
十
万
円
、
十
�
当
た
り
の
平
均
価
格

は
約
四
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

取
扱
所
に
来
て
い
た
葉
た
ば
こ
農
家
の

方
々
は
、「
台
風
で
葉
が
飛
ば
さ
れ
た
の
で
、

品
質
よ
り
も
重
さ
に
影
響
が
出
た
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲葉たばこの買い入れの様子

広
報
「
ひ
が
し
ゆ
り
」
デ
ジ
タ
ル
化

▲パソコンで広報を閲覧

場
所
と
時
間
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
広
報

「
ひ
が
し
ゆ
り
」
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
と
、

こ
の
た
び
町
で
は
昭
和
三
十
年
の
創
刊
号
か

ら
現
在
ま
で
の
広
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
月

二
十
日
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
出
来
事
や
人
名
、
年

号
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
そ
の
単
語
を
含
む

記
事
の
一
覧
が
表
示
さ
れ
、
見
た
い
広
報
紙

が
閲
覧
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

雪ものがたり2005雪ものがたり2005
2/

19
（土） 

2/

20
（日） 

19日 
20日 

雪上野球W杯東由利大会 雪上野球W杯東由利大会 
2/

27
（日） 

早春やしお元気まつり 早春やしお元気まつり 
3/

6
（日） 

雪山八塩登山 雪山八塩登山 
3/

13
（日） 

※天候等の事情によりイベントが変更又は中止される場合があります。 
★詳しくはひがしゆり雪まつりツアー実行委員会・事務局  TEL0184-69-2113まで。 



17.2.1 広報ひがしゆり　14

国民年金は、日本国内に住所のあ
る20歳以上60歳未満のすべての人が
加入し、保険料を納めることになっ

ています。加入の届出や保険料の納付を忘れると、
年金が受けられないこともあります。忘れずに手続
きしましょう。加入の種別は次のとおり。
☆第１号被保険者（農業、自営業、アルバイト、学
生、無職の方など）…市町村の窓口で加入手続きが
必要。保険料は社会保険庁から送付される納付書で
納めます。
☆第２号被保険者（サラリーマンや公務員）…加入
手続きは事業主が行います。保険料は、加入してい
る年金制度から国民年金制度へ拠出されるので、個
別に納付する必要はありません。
☆第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者）…加入手続きは配偶者の勤務する事業主。
保険料は、配偶者の加入している年金制度から国民
年金制度へ拠出されるので、個別に納付する必要は
ありません。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

国民年金は20歳から

野菜に含まれるビタミンや食物繊維、ミネラ
ルには、ガンを予防する働きがあります。また、
海草類や豆類、芋類に含まれる食物繊維は、腸
内の発ガン性物質やコレステロールなどを体外
に排出する働きがあるため、大腸ガンの予防に
効果的です。１日５～７種類の野菜を組み合わ
せるなど、効率良く食物繊維を摂るように心が
けましょう。
《食物繊維を上手に摂るコツ》
１．煮る、炒めるなど調理法を工夫する
２．朝食に必ず野菜をとる
３．外食のときは野菜の多い定食を
４．冷凍野菜を常備する
５．献立に困ったら鍋料理

食物繊維でガン予防

妊娠中おなかの子どもにカルシウムをとられ
て、出産後に歯がぼろぼろになると考えている
方はいませんか。
歯は骨と違って一度完成するとほとんど代謝
しないため、母胎の歯からカルシウムが溶け出
すことはありません。妊娠にともなって歯が悪
くなることがあるのは事実ですが、それは甘い
ものが食べたくなったり、歯ブラシを口に入れ
ると気持ちが悪くなったりするために起こる口
腔内の環境の変化が原因。妊娠中の歯を悪くす
るかどうかは、口腔内をどう清潔に保つかによ
るのです。
最近は、歯科の妊婦健診を受診することもで
きます。妊娠中の歯のケアにも注意を払いまし
ょう。

胎児の歯とお母さんの歯（後）

口座振替依頼書を金融機関に届けると、

翌月から口座振替が始まります。この

ため、手続きをした月が納付期限となってい

る分については振り替えできませんので、納

付書で現金納付する必要があります。

例えば、１月15日に口座振替の手続きを済

ませても、口座振替は、２月末が納付期限の

分から始まり、１月末が納付期限の分は引き

落とされません。そのままにしておくと督促

状が送られてしまいますのでご注意ください。

A.

介護保険料の口座振替の手

続きをしたのに督促状が送

られてきたのですが。

Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
※この記事は、本荘市由利郡歯科医師会から寄せられ
た原稿をもとに掲載しています。
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ス
ギ
の
雪
害
は
、
発
生
機
構
か
ら

雪
圧
害
と
冠
雪
害
に
区
分
さ
れ
ま

す
。本

町
の
よ
う
な
多
雪
地
帯
で
は
、

雪
の
葡
行
や
沈
降
に
よ
る
圧
力
に
よ

っ
て
根
元
や
樹
幹
が
湾
曲
す
る
雪
圧

害
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
湾
曲

し
た
肥
大
部
分
に
特
異
な
性
質
の
木

部
が
で
き
て
ア
テ
材
と
呼
び
、
製
材

す
る
と
反
り
、
ね
じ
れ
、
割
れ
な
ど

を
生
じ
て
構
造
材
と
し
て
嫌
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
湿
っ
た
雪
が
樹
冠
に
付
着

し
て
そ
の
重
み
で
幹
折
れ
や
幹
曲
が

り
の
冠
雪
害
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
雪
害
に
対
す
る
林
木
の

抵
抗
性
を
耐
雪
性
と
呼
ん
で
お
り
、

耐
雪
性
を
高
め
る
に
は
次
の
よ
う
な

保
育
管
理
が
必
要
で
す
。

雪
圧
害
に
は
、
植
栽
後
五
年
か
ら

七
年
く
ら
い
ま
で
融
雪
後
に
雪
お
こ

し
を
実
施
し
て
、
幹
を
通
直
に
し
て

枝
張
り
を
良
く
し
て
や
り
ま
す
。
冠

雪
害
に
は
、
林
木
の
枝
葉
が
重
な
り

合
う
十
五
年
く
ら
い
か
ら
間
伐
を
繰

り
返
し
て
、
枝
張
り
を
良
く
し
て
冠

雪
害
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
ま

す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長佐藤

恒
悦
氏
）

　林業 
 だより 

ス
ギ
の
耐
雪
性

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,549

3,200～3,262

―

―

16～22cmは、４口しかないこともあり完売で
好値。24cm上は１口手当が入っただけで、他は
応札なしと厳しい状況。

（
平
成
十
七
年
一
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…１月から３月までの毎月第３日曜日
９：00～20：45

�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…中学生以下の子どもたちは、終日リフト料金が無

料になります。
鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

スキー子どもの日
鳥海町から

�と　き…２月12日(土) 10：00
�ところ…天寿酒造株式会社
�内　容…酒蔵探検、酒造り体験、国産本マグロ解体ショー、

「猿倉人形」上演など
�参加料…無料

天寿酒造株式会社　�５５－３１６５

酒蔵開放
矢島町から

�と　き…２月20日(日) 10：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村　ふれあいロッジ
�内　容…ちびっこスノーモービル無料試乗、ジャンボすべ

り台、人間ばん馬レース、雪中宝さがしなど
由利町企画商工課　�５３－２１１１

由利高原雪まつり

由利町から

�と　き…２月12日(土) 17：30
�ところ…ゆりの里交流センター「ゆりえもん」
�内　容…純米吟醸酒「百竈」の2005年版生酒を味わうこと

ができます。利き酒大会やプレゼント抽選会など
のイベントも開催。

�参加料…前売り券3,000円（ゆりえんもん入湯券付き・限定
100枚）町内の各種店、または「ゆりえもん」で
お申し込みください。

ゆりの里特産品推進協議会　�５３－３３１４

2005由利の明日を日本酒に聞く集い

�と　き…２月11日(金) ９：00
�ところ…ぽぽろっこ
�内　容…体験型ミニかまくら、国盗り雪合戦、花火、コン

サート
実行委員会事務局（役場内） �６５－２２１１

ウインターフェス2005
大内町から

�と　き…２月12日(土) ９：00～11：30
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…「手づくりモーターをつくろう」
�参加料…300円
�対　象…小学３年～６年生、定員25人（３年生は保護者同

伴）
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

実験教室「手づくりモーターをつくろう」
仁賀保町から

�と　き…２月19日(土) 10：00
�ところ…道の駅象潟「ねむの丘」特設会場
�内　容…町内外より13店舗（予定）が鍋自慢１位を目指し

て出品。審査員は来場したお客様です。
�参加料…200円／１杯（前売り券500円／３杯）

象潟町商工観光課　�４３－７５０４

第2回あっつあつ！おらほの鍋自慢
象潟町から

冬は暖房の使用などによ
ってエネルギー消費が増大
する季節です。地球温暖化
防止のために、１人ひとり
が毎日の暮らしの中で省エ
ネを実践することが大切で
す。室温20℃を目安に暖房
温度を設定するなど、家庭
や学校、職場で、省エネを
心がけましょう。



○
優
　
勝
　
長
沼
　
將
馬

○
第
四
位
　
佐
藤
　
大
河

一
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
東
由
利

町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
の
指
導
者
の

も
と
延
べ
百
五
十
余
人
が
参
加
し

て
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
や
技
術
を
学

び
ま
し
た
。

ま
た
、
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
主
催

す
る
パ
パ
マ
マ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教

室
も
毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
か
ら
開

催
さ
れ
て
お
り
、
三
月
三
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
二
月
六
日
に
は
参
加
者
全

員
に
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
る
大
平
ス

キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
も
沢
山
の

人
が
楽
し
ん
で
い
る
大
平
ス
キ
ー
場

を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
大
平
ス
キ
ー
場

（
�
六
九
―
二
三
二
八
）
ま
で
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1月 
光
と
鏡
が
生
み
出
す
不
思
議
な
世
界

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

▲中を覗けば神秘的な世界が広がる

秋
田
県
の
子
育
て
問
題
の
現
状
を
学
ぶ

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

一
月
二
十
五
日
、
有
鄰
館
で
こ
と

ぶ
き
大
学
が
行
わ
れ
九
十
七
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
県
庁
出
前
講
座
が
行
わ

れ
、
秋
田
県
健
康
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
須
田
広
悦
氏
よ
り
秋
田
県
の
少

子
・
子
育
て
問
題
の
現
状
に
つ
い
て

受
講
し
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
雄
物
川
町
在
住
で

成
功
哲
学
、
血
液
型
と
人
間
関
係
を

研
究
し
て
い
る
、
秋
田
県
生
涯
学
習

講
師
の
辻
田
与
五
郎
氏
が
「
笑
い
と

健
康
」
と
題
し
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
語
り
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

▲楽しい講演で会場は笑いでいっぱいに

一
月
八
日
、
有
鄰
館
で
理
科
教
室

が
行
わ
れ
、
サ
ー
ク
ル
会
員
、
保
護

者
四
十
八
人
が
万
華
鏡
つ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

中
通
の
森
川
九
二
男
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
鏡
の
反
射
を
利
用
し
て
作

り
出
さ
れ
る
美
し
い
模
様
の
仕
組
み

を
学
ん
だ
後
に
工
作
を
開
始
。

サ
ー
ク
ル
会
員
は
完
成
し
た
万
華

鏡
を
く
る
く
る
回
し
た
り
、
具
を
変

え
た
り
し
な
が
ら
光
が
織
り
な
す
一

瞬
の
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ー
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

一
月
九
日
、
大
平
ス
キ
ー
場
で

第
九
回
本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
種
目
別
交
流
会
及
び
第
四

十
八
回
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
学
生
四
十
一
名
、
中

学
生
九
名
が
回
転
、
大
回
転
競
技

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
九
回
本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
種
目
別
交
流
会
入
賞
者
　

小
学
校
男
子
団
体

○
準
優
勝
　
東
由
利
町
ス
キ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

小
学
校
女
子
団
体

○
準
優
勝
　
東
由
利
町
ス
キ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

小
学
校
四
年
女
子

○
第
二
位
　
佐
々
木
　
彩（
高
瀬
小
）

○
第
三
位
　
小
野
　
夏
歩（
高
瀬
小
）

小
学
校
五
年
男
子

○
第
二
位
　
畠
山
　
勇
人（
高
瀬
小
）

小
学
校
六
年
女
子

○
優
　
勝
　
佐
々
木
亜
美（
高
瀬
小
）

小
学
校
六
年
男
子

○
優
　
勝
　
佐
々
木
将
人（
高
瀬
小
）

第
四
十
八
回
本
荘
市
由
利
郡

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
入
賞
者

中
学
校
男
子
団
体

○
優
　
勝
　
東
由
利
中
学
校

中
学
校
男
子
回
転

○
優
　
勝
　
長
沼
　
將
馬

○
第
三
位
　
佐
藤
　
大
河

中
学
校
男
子
大
回
転

▲ゴールを目指して果敢にチャレンジ

暖冬と言われ雪不足が心配された今シーズン
でしたが、年末からの寒波到来で積雪も十分の
大平スキー場で冬を楽しんでみませんか。

▲沢山の人が参加したナイタースキー教室
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▼
沙
門
空
海
唐
の
国
に
て
鬼
と
宴
す

〈
巻
ノ
１
〜
３
〉
／
夢
枕
獏

▼
ほ
と
ば
し
る
副
作
用
／
辛
酸
な
め
子

▼
リ
ラ
ッ
ク
マ
生
活
〜
だ
ら
だ
ら
ま
い

に
ち
の
ス
ス
メ
〜
／
コ
ン
ド
ウ
ア
キ

▼
夢
見
る
猫
は
、
宇
宙
に
眠
る
／
八
杉

将
司

▼
眼
球
蒐
集
家
（
ア
イ
ボ
ー
ル
コ
レ
ク

タ
ー
）
／
船
越
百
恵

▼
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
身
の
騎
士

団
上
・
下
／
Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ

▼
上
司
は
思
い
つ
き
で
も
の
を
言
う
／

橋
本
治

▼
キ
ッ
パ
リ
！
た
っ
た
５
分
間
で
自
分

を
変
え
る
方
法
／
上
大
岡
ト
メ

▼
日
め
く
り
物
語
　
三
十
の
人
生
の
三

十
の
感
動
／
相
田
み
つ
お
（
書
）
川

上
健
一
（
文
）

▼
バ
ラ
色
の
怪
物
／
笹
生
陽
子

▼
小
さ
な
コ
ッ
ク
さ
ん
／
八
木
田
宣
子

（
作
）
吉
川
聡
子
（
絵
）

▼
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
分
か
る
／
猪
越

恭
也

▼
青
い
繭
の
中
で
み
る
夢
／
山
之
内
正

文
▼
怪
談
集
　
花
月
夜
綺
譚
／
女
性
作
家

十
人

▼
カ
タ
コ
ン
ベ
／
神
山
裕
右

▼
出
口
の
な
い
海
／
横
山
秀
夫

▼
街
場
の
現
代
思
想
／
内
田
樹

▼
女
の
子
の
ビ
ー
ズ
は
じ
め
て
絵
本
／

さ
め
じ
ま
た
か
こ

▼
野
外
毒
本
・
・
被
害
実
例
か
ら
知
る

日
本
の
危
険
生
物
／
羽
根
田
治

▼
８
月
の
果
て
／
柳
美
里

▼
夜
は
満
ち
る
／
小
池
真
理
子

▼
リ
ー
ラ
　
神
の
庭
の
遊
戯
／
玄
侑
宗

久
▼
最
驚
！
ガ
ッ
ツ
伝
説
／
ガ
ッ
ツ
石
松
、

鈴
木
佑
季

▼
日
傘
の
お
兄
さ
ん
／
豊
島
ミ
ホ

▼
死
ぬ
か
と
思
っ
た
１
〜
５
／
林
雄
司

▼
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
英
会
話
＆
マ
ナ
ー

／
ロ
ッ
シ
ェ
ル
・
カ
ッ
プ
、
ス
ワ
ブ

暁
子

▼
ハ
ミ
ザ
ベ
ス
／
栗
田
有
起

▼
ピ
ュ
ア
・
ラ
ブ
　
紅
絲
篇
／
宮
内
婦

貴
子

▼
介
護
入
門
／
モ
ブ
・
ノ
リ
オ

▼
夜
空
の
向
こ
う
／
加
納
諒
一

▼
Ｑ
・
Ｏ
・
Ｌ
／
小
路
幸
也

▼
半
島
／
松
浦
寿
輝

▼
世
界
化
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ

エ
ル
紛
争
／
臼
杵
陽

▼
映
画
美
術
　
擬
景
、
借
景
、
嘘
百
景

／
木
村
威
夫

▼
つ
ら
つ
ら
椿
／
別
所
真
紀
子

▼
残
る
蛍
／
別
所
真
紀
子

▼
真
夜
中
の
飛
行
／
リ
タ
・
マ
ー
フ
ィ

ー
▼
耳
か
き
が
し
た
い
／
上
野
玲

▼
魔
女
モ
テ
ィ
／
柏
葉
幸
子

▼
小
生
物
語
／
乙
一

▼
プ
リ
ズ
ン
ホ
テ
ル
１
〜
４
／
浅
田
次

郎
▼
日
本
全
国
離
島
を
旅
す
る
／
向
一
陽

▼
戦
争
と
平
和
　
そ
れ
で
も
イ
ラ
ク
人

を
嫌
い
に
な
れ
な
い
／
高
遠
菜
穂
子

▼
レ
モ
ン
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
／
石
井
睦
美

▼
百
年
佳
約
／
村
田
喜
代
子

▼
奇
跡
で
も
魔
法
で
も
な
い
犬
語
の
話

し
方
／
松
井
雪
子

▼
ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
／
村
上
春
樹

2月 2月 

た
く
さ
ん
の
本
を
入
荷
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
終
種
目
優
勝
は
時
雨
山
自
治
会

〜
町
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

一
月
三
十
日
、
げ
ん
き
館
で
町
民
ス

ポ
ー
ツ
祭
の
最
終
種
目
、
ペ
タ
ン
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
、
各
自
治
会
、
町
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
な
ど
四
十
五
チ
ー

ム
、
百
五
十
余
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
古
く
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生

し
た
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

競
技
。

当
日
も
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
年

齢
を
超
え
て
楽
し
む
様
子
が
各
コ
ー
ト

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

●
ペ
タ
ン
ク
大
会
決
勝
結
果

優
　
勝
　
時
雨
山
自
治
会

準
優
勝
　
舟
木
自
治
会

三
　
位
　
石
高
自
治
会

▲慎重な戦略が勝敗を分ける

総合成績発表
優　勝　大琴自治会

準優勝　石高自治会
第三位　時雨山自治会
第四位　蔵自治会
第五位　横渡自治会
第六位　蔵新田自治会

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44

大　琴 
石　高 
時雨山 
蔵 

横　渡 
蔵新田 
田　代 
新　町 
袖　山 
下　通 
岩　舘 
高下屋 
上　通 
舘合新田 
舟　木 
宇戸坂 
新　処 
小　倉 
下小路 
寺　田 
野　田 
山　崎 
五海保 
宿 

葎　沢 
須郷田 
茂沢・祝沢 
舘　西 
十二の前 
地下の沢 
久　保 
大吹川 
湯出野 
松　柴 
中　通 
須　郷 
高　村 
横小路 
大　台 
泡の渕 
宮ノ前 
八日町 
黒　渕 
板　戸 

87 
24 
20 
40 
30 
41 
32 
83 
24 
51 
22 
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33 
38 
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27 
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29 
32 
24 
15 
20 
24 
27 
15 
20 
16 
21 
17 
19 
19 
12 
16 
20 
25 
6 
8 
18 
11 
14 
17 
20 
26 
11

20 
4 
30 
 
 
3 
 
 
10 
25 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5

15 
30 
 
25 
 
 
 
10 
 
 
20 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
3

 
 
3 
 
4 
 
 
15 
20 
 
 
30 
10 
 
 
 
25 
 
 
 
5

15 
10 
 
 
30 
 
 
3 
 
5 
20 
 
 
4 
 
25

15 
15 
15 
15 
15 
15 
15 
15 
15 
15 
12 
9 
12 
15 
 
15 
12 
 
6 
12 
9 
12 
12 
 
15 
15 
12 
12 
 
 
12 
 
 
9 
9 
 
 
6

65 
59 
48 
40 
49 
15 
15 
43 
45 
45 
52 
54 
27 
19 
 
40 
37 
 
6 
12 
14 
17 
16 
 
15 
15 
15 
12 
 
 
12 
 
 
9 
9 
 
 
6

5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
 
 
 
 
 
 
 
5 
5 
 
 
5 
 
 
 
5

9 
9 
9 
9 
6 
9 
19 
6 
6 
6 
 
6 
19 
6 
6 
3 
3 
6 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 
6 
 
 
3 
 
 
 
3

20 
25 
10 
15 
10 
10 
30 
3 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
10

34 
39 
24 
29 
21 
24 
54 
14 
11 
11 
 
11 
34 
11 
11 
8 
8 
21 
5 
11 
5 
 
 
 
 
 
 
 
11 
11 
 
 
8 
 
 
 
8

7 
6 
7 
6 
7 
7 
2 
7 
7 
2 
 
 
2 
2 
1 
2 
 
7 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
1 
1 
 
2 
1 
 
 
7 
1 
 
 
5 
 
2 
1 
1 
2 
2 
2 
1

5 
6 
8 
8 
5 
8 
 
6 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
3

30 
5 
5 
20 
5 
15 
 
5

42 
17 
20 
34 
17 
30 
2 
18 
10 
2 
 
 
2 
2 
1 
2 
 
12 
1 
1 
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2 
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1 
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2 
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10 
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1 
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1 
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11 
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9 
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6

15 
20 
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10 
 
10 
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31 
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16 
10 
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25 
39 
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17 
 
 
 
 
16 
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173 
146 
138 
129 
98 
98 
95 
91 
76 
69 
68 
65 
64 
57 
51 
50 
45 
36 
29 
24 
20 
19 
18 
18 
17 
16 
15 
14 
12 
12 
12 
10 
9 
9 
9 
8 
8 
8 
2 
2 
2 
2 
2 
1

順
　
　
位 

世
帯
数

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス 

ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー 

ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン 

ア
ッ
プ
作
戦 

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー 

参
加
点

 

参
加
点

 

勝
利
点

 

順
位
点

 

参
加
点

 

勝
利
点

 

順
位
点

 

参
加
点

 

勝
利
点

 

順
位
点

 

合
　
　
計 

合
　
　
計 

合
　
　
計 

合
　
　
計 

総
合
得
点 

自
治
会
名 

トラック＆フィールド ゲートボール ビーチボールバレー ペタンク 

 

平成16年度  町民スポーツ祭ランキング 平
成
16
年
度

東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭

総
合
優
勝
は

大
琴
自
治
会
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

松
の
雪
し
づ
れ
つ
昼
の
刻
な
ご
む
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
薫
　
青

解
屋
に
雪
の
背
山
は
蕭
条
と
　
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

予
後
の
身
を
宥
め
つ
掻
け
り
今
朝
の
雪
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

ふ
る
さ
と
に
今
帰
り
待
つ
大
門
松
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

背
な
の
児
の
母
を
見
て
い
る
初
鏡
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

干
支
の
鶏
よ
う
や
く
仕
上
げ
年
迎
う
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

七
草
の
こ
こ
を
踏
む
な
と
幼
な
文
字
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

さ
ま
ざ
ま
な
齢
か
さ
ね
て
年
迎
う
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

ヤ
セ
馬
に
小
躍
り
す
る
を
酒
肴
と
し
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

乳
首
に
残
る

紅

初
湯
か
な
　
　
　
　

上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

電
線
の
六
千
ボ
ル
ト
初
鴉
　
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

子
等
育
ち
年
玉
袋
あ
ま
り
け
り
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

天
変
地
異
人
倫
荒
廃
去
年
今
年
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

電
工
夫
冬
日
を
宙
に
ぴ
ん
と
張
る
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

温
泉
の
初
春
の
舞
楽
し
め
り
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

リ
フ
ォ
ー
ム
の
辿
り
た
ど
り
の
夜
長
の
灯
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

孫
曾
孫
笑
顔
並
べ
し
年
賀
状
　
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

嫁

姑

の
仲
を

と
り
も
っ
た
妙
薬

む
か
し
む
か
し
、
と
て
も
仲
の
悪
い

姑
　
さ
ん
と
嫁
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
食

べ
物
を
作
れ
ば
「
お
い
し
く
な
い
」、

掃
除
を
す
る
と
「
汚
れ
て
る
」
何
を
や

っ
て
も
良
い
と
言
わ
ず
、
文
句
た
ら
た

ら
嫁
さ
ん
の
悪
口
を
言
い
ふ
ら
し
て
い

る
姑
さ
ん
な
の
で
し
た
。

嫁
さ
ん
も
こ
う
し
た
仕
打
ち
に
嫌
気

が
さ
し
、
呼
ば
れ
て
も
返
事
も
し
ま
せ

ん
し
、
姑
さ
ん
の
顔
を
見
る
の
も
嫌
に

な
り
、
こ
の
こ
と
を
和
尚
さ
ん
に
相
談

し
ま
し
た
。
和
尚
さ
ん
は
白
い
粉
薬
を

渡
し
、「
こ
の
粉
薬
を
毎
日
ご
飯
に
混

ぜ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
体
が
衰
え
て
元

気
が
な
く
な
り
、
あ
ん
ま
り
嫁
さ
ん
に

意
地
悪
を
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
で
も

粉
薬
を
混
ぜ
た
こ
と
を
知
ら
れ
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
か
ら
、
今
ま
で
よ
り

も
っ
と
姑
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
聞
い

て
、
優
し
く
い
た
わ
る
こ
と
じ
ゃ
よ
…
」

と
言
い
ま
し
た
。
嫁
さ
ん
は
、
そ
の
粉

薬
を
も
ら
っ
て
家
に
帰
り
ま
し
た
。

嫁
さ
ん
は
、
そ
の
日
の
夕
食
に
そ
っ

と
白
い
粉
を
混
ぜ
て
姑
さ
ん
に
差
し
出

し
ま
し
た
。
姑
さ
ん
は
例
の
と
お
り

「
あ
ぁ
ま
ず
い
ま
ず
い
、
食
べ
ら
れ
る

も
ん
じ
ゃ
な
い
」
嫁
さ
ん
は
和
尚
さ
ん

に
言
わ
れ
た
よ
う
に
手
を
つ
い
て
謝
り

ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
怒
鳴
ら
れ
っ

ぱ
な
し
で
し
た
が
、「
申
し
わ
け
ご
ざ

い
ま
せ
ん
…
」
と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら

答
え
る
の
で
し
た
。

嫁
さ
ん
は
、
和
尚
さ
ん
に
教
わ
っ
た

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
姑
さ
ん
は

体
が
衰
え
病
気
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
ま

す
ま
す
元
気
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
姑
さ
ん
は
、
会
う
人
ご
と
に

「
う
ち
の
嫁
は
よ
く
働
く
し
、
良
い
嫁

だ
」
と
ほ
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
、
一

緒
に
仕
事
を
や
る
よ
う
に
な
り
、
嫁
さ

ん
は
ほ
め
ら
れ
る
と
嬉
し
く
な
っ
て
、

心
か
ら
に
こ
に
こ
と
笑
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
が
続
い
た
あ
る
日
の
こ

と
、
姑
さ
ん
は
急
に
体
の
具
合
が
悪
い

と
寝
込
む
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。
嫁
さ

ん
は
「
あ
の

白
い
粉
薬
が

効
い
た
ん
だ

な
ぁ
…
」
と

思
い
こ
み
、

嬉
し
い
は
ず

だ
が
看
病
し

な
が
ら
涙
が

こ
ぼ
れ
て
き

ま
し
た
。

姑
さ
ん
は

「
心
配
せ
ん
で

大
丈
夫
だ
よ
。

元
気
に
な
っ

た
ら
ま
た
一
緒
に
働
こ
う
な
。
わ
し
ゃ

優
し
い
あ
ん
た
を
大
好
き
じ
ゃ
」
嫁
さ

ん
は
い
た
た
ま
れ
ず
、
家
を
飛
び
出
し

和
尚
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
走
っ
て
行
き
ま

し
た
。「
和
尚
さ
ん
、
私
は
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
姑
さ
ん
は
い
い
人
で
す
、

ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
の
薬
が

効
い
て
死
に
そ
う
な
の
で
す
」
和
尚
さ

ん
は
笑
い
な
が
ら
「
あ
の
薬
は
た
だ
の

芋
の
粉
な
の
だ
。
病
気
ど
こ
ろ
か
元
気

の
出
る
粉
な
ん
だ
よ
。
心
配
い
ら
な
い

よ
、
姑
さ
ん
は
休
ん
で
お
れ
ば
じ
き
に

治
る
よ
」
嫁
さ
ん
は
ほ
っ
と
し
な
が
ら

頭
を
深
く
下
げ
、
急
い
で
姑
さ
ん
の
待

っ
て
い
る
家
に
帰
り
ま
し
た
。
姑
さ
ん

も
間
も
な
く
元
気
に
な
り
、
二
人
は
仲

よ
く
暮
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
石
渡
力
造
）

九
二
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太　田　竜　也くん 
　　　　（蔵・1歳） 
お父さん：久　隆さん 
お母さん：輝　美さん 
お話し：輝美さん 

りゅう　　やりゅう　　や 

太　田　竜　也くん 
　　　　（蔵・1歳） 
お父さん：久　隆さん 
お母さん：輝　美さん 
お話し：輝美さん 

りゅう　　や 

―職業は
ぷれっそのＡコープで働いています。
―趣味・休日の過ごし方は
久しぶりにスーパーファミコンをやったら、マリオ

カートと桃鉄にはまってしまいました。休日は、友だ
ちと遊びに行くことが多いですね。あまり目的を持た
ず、ぶらりと出掛けます。
―自分の性格は
友だちには優柔不断だと言われます。
―理想のタイプは
しっかりしていて優しい人。でも好きになったら、

関係ないですね。
―目標・夢は
沖縄に住むこと。老後は絶対に沖縄です。
―友だちへ一言
みんなで、もっといっぱい飲みに行こうね。

名前の由来は？
「男らしくて、カッコイイ名前をと思い、付けた名前です」
好きなものは？
「納豆ご飯が大好きで、毎日のように食べています」
最近のエピソードは？
「正月明けから歩けるようになったので、どこへ行くにもハイ
ハイではなく歩くようになりました」
本人の性格は？
「何にでも興味があって、みんなのマネをしたがります。気が
短いのか、気に入らないとかじったり、たたいたりします」
どんなふうに育ってほしいですか？
「健康に育ってくれれば良いです」
お父さんとお母さんから、竜也くんへひとこと
「早く大きくなって、お兄ちゃんとお姉ちゃんのケンカの仲裁
をお願いします」

遠　藤　菜
な

々
な

子
こ

さん（小倉・20歳）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

板垣　磨
ま

生
み

子
こ

ちゃん
大琴（武志さん）

工藤　徳
のり

華
か

ちゃん
蔵（博行さん）

小松　拓工
ひらく

くん
宇戸坂（淳さん）

横山　慧晟
けいせい

くん
石高（和也さん）

高橋　瞳太
とうた

くん
須郷（栄樹さん）

畑山　絢
あや

香
か

ちゃん
五海保（伸行さん）

高沢　　匠
たくみ

くん
黒渕（敦さん）

～2歳児健診
から～冬季は、突然の大雪や吹雪、路面の圧雪

などで路面状況が著しく変化し危険です。
次のことに注意して交通安全を心がけまし
ょう。
①ハンドルとブレーキ等の同時操作をしな
い
右・左折時は、あらかじめ十分に減速し

てからハンドルを切り、追い越し・進路変
更は、アクセルを戻し一定にしてからハン
ドルを緩やかに操作しましょう。
②先々の状況に目配りしながら運転する
先々の交通状況を観察し、前車の減速・

停止を予測しながら運転しましょう。
③交差点へは、減速態勢で接近する
アクセルを緩めて、いつでも減速できる

ようにし、自分の目で安全を確かめてから
交差点に進入しましょう。

冬道の交通安全 
チェックポイント 
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住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

12月末人口 前月比 

2,287 

2,449 

4,736 

1,368

－ 9 

－ 8 

－17 

－ 1

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

12月異動人数 1月からの累計 

1 

10 

5 

13

20 

88 

70 

100

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

8 

9 

0 

1 

0 

1

3 

160 

37 

2 

15 

1 

8

12　月 
発生数 

1月から 
の累計  

マ
ツ
ノ
キ
ハ
ダ
、
ヤ
マ
バ
ハ
キ
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
落
葉
小
灌

木
で
、
野
草
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
月
頃
、
梢
頭
に
咲
く
花
は

大
変
き
れ
い
で
す
。
こ
こ
で
は
シ
バ
ボ
ウ
キ
と
し
て
、
外
の
落
ち

葉
や
庭
な
ど
を
掃
く
ほ
う

き
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
枝

を
束
ね
た
も
の
を
使
っ
た

も
の
で
し
た
。
互
生
し
た

楕
円
形
の
葉
先
の
多
数
の

小
枝
は
、
平
べ
っ
た
く
て

柔
ら
か
く
、
赤
褐
色
の
松

の
肌
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
マ
ツ
ノ
キ
ハ
ダ
と
も

言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

町
内
で
も
各
地
に
群
生
地

が
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的

高
い
と
こ
ろ
の
マ
ツ
や
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
混
じ
っ
た
傾

斜
地
に
多
い
よ
う
で
す
。

東
由
利 

ホ
ツ
ツ
ジ（

ツ
ツ
ジ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金

一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
谷
山
貢
さ
ん
（
鯖
江
市
）、
佐
藤
キ
ヨ

さ
ん
（
秋
田
市
）、
長
沼
荘
司
さ
ん
（
小

平
市
）、
柴
崎
房
さ
ん
（
市
原
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳

志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

石
渡
力
造
さ
ん
（
蔵
新
田
）、
寅
田
敏
雄

さ
ん
（
新
町
）、
千
葉
健
勇
さ
ん
（
島
）、

高
沢
忠
さ
ん
（
葎
沢
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

広報が届くと「今月の来たよ」とメールを
くれる友だちがいます。横浜で働くその友だ
ちのメールは、私を元気にしてくれます。そ
して、広報を読む人たちが少しでも東由利を
近くに感じてくれたらと思います。でも広報
「ひがしゆり」は来月が最終号。今まで読ん
でくれた人たちとのつながりが途絶えてしま
う、そんな寂しさが湧いてきます。どうか皆
さんと東由利が、これからもつながり続けま
すように…。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
12
月
21
日

〜
１
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
届
出
）

4 日�　献血
5 日�　わくわくサークル（文集

作り・修了式）
8 日�　機能訓練教室
9 日�　3歳児健診
10日�　健康大学
11日�　建国記念の日
15日�　食生活改善講習
16日�　ことぶき大学（閉講式）

予防接種（集団・ポリオ）
22日�　育児相談（黄桜ひろば）
25日�　機能訓練教室
19日�　雪ものがたり2005（～20日）
21日�　議会定例会（～23日）
26日�　スポーツ賞・芸術文化賞

表彰式
27日�　2005雪上野球Ｗ杯東由

利大会
28日�　心のさわやか相談

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

12／17
畠
　
山
　
愛あ

い

花か

ち
ゃ
ん〈
和
　
憲
〉
新
　
町

純
　
子

12／18
大
　
庭
　
琴こ

と

美み

ち
ゃ
ん〈

孝
　
〉

蔵

志
和
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

12／24
佐
　
藤
　
幸
　
貴
さ
ん

）石
　
高

阿
　
部
　
　
　
希
さ
ん

桂
　
台

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

12／24
木
嶋
　
勝
子
さ
ん
（
67
）
成
　
寿
･
母
・
岩
　
舘

12／25
小
松
　
ト
ミ
さ
ん
（
87
）

仁
　
･
母
・
下
　
通

12／29
千
葉
ナ
オ
ミ
さ
ん
（
91
）
健
　
勇
･
母
・
　
島

１／１
小
松
　
タ
ミ
さ
ん
（
62
）
仁
　
一
･
妻
・
下
　
通

１／１
阿
部
　
松
雄
さ
ん
（
79
）
弥
　
松
･
父
・
小
　
倉

１／４

沢
　
キ
ヲ
さ
ん
（
83
）

忠
　
･
母
・
葎
　
沢

１／15
鈴
木
惣
十
郎
さ
ん
（
75
）
ア
　
イ
･
夫
・
　
宿

元気な声とカラフルな防寒服が目に入り
車を止めると、永慶保育園の子どもたちが
おおくらんどで雪遊びを楽しんでいるとこ
ろでした。そろそろ園に帰ろうかという時
間になっても、子どもたちはまだ遊び足り
ないといった感じ。やっぱり子どもは風の
子ですね。（広報担当）

お
わ
び
と
訂
正
　
１
月
号
「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
欄
で
、
浅
井
陽
菜

ち
ゃ
ん
の
漢
字
が
「
奈
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
「
菜
」
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

NO.240
最終号


